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教育目標と本年度の重点目標の評価 
 

学校の教育理念・目標 令和５年度重点目標 重点目標・計画の達成状況 課題と解決方策 
歯科医学の学術進歩に伴う専門的知

識と技術を習得し、歯科衛生医療技術

者の一員として、人類の幸福に貢献で

きる能力を養うと共に、人の心の痛み

がわかる人間性豊かな社会性を身につ

けることを教育の理念とする。 
 
本校は奈良県歯科医師会立学校とし

て、教育理念を実現するために次のこ

とを教育目標とする。 
 

［1］歯科衛生をめぐる多様なニーズ

が期待されているなかで、教養科目を

基礎として、歯科口腔衛生に関する高

度な専門知識と技術を習得させる教育

を重視する。  
［2］社会の動向を把握すると共に時

代の要請に対応出来る実践力と、人の

心の痛みがわかる豊かな人間性と社会

性を備えもつ医療人を育成する。 
［3］歯科医師又は異なる職種のスタ

ッフ（他の医療従事者や福祉従事者）

と連携して、地域における歯科保健医

療と福祉の向上に貢献できる歯科衛生

士を育成する。 

 高齢化社会が進み、歯科医療を含

めた医療現場では技術の高度化や

疾病の多様化に伴い、臨床現場での

ニーズも変化していることから、よ

り一層の知識・技術力の向上に取り

組むとともに、医療人として人間性

豊かな社会性を身につけることを

目指す。 
  

 高齢化社会の歯科医療に対応する

ため、企業と共同開発したシュミレー

ターを実習に取り入れ、臨床現場での

ニーズに応えた、より実践的な知識・

技術力を身につけた。 
 幼児のフッ化物塗布や歯磨き指導

を歯科医師の指導の下に行い、社会貢

献・地域貢献の観点から医療人として

人間性豊かな社会性を身につけるこ

とが出来た。 
従来の高齢者施設実習先を更に充

実させるため、新規に高齢者介護施設

と実習契約を結び、多様化する介護の

現場でも活躍できる様、取り組んだ。 
障害者施設での実習を充実させた。 

 更なる歯科医療現場での高度化・多

様化に対応出来るよう、企業等と意見

交換を行い、情報収集に努めカリキュ

ラム編成などを検討の上、歯科医療業

界へ優秀な人材を輩出できるよう努

める。 
  

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 
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基準１ 教育理念・目的・育成人材像 
 

大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
本校は、現在の歯科医師会館が昭和４０年１０月に落成して奈良市の旧事

務所より移転した際、当時の歯科医師会員の努力により歯科衛生士学院の併

設が計画され創設された。当初は１年制の専門学院として開校し、その後２

年制を経て、平成５年に奈良歯科衛生士専門学校に校名を変更し、社会人入

学制度等を導入し昇格した。平成２２年からは３年制に移行し、奈良県唯一

の歯科衛生士養成機関として、良質な歯科医療を担う人材を県内に輩出して

いる。 
  
本校は、歯科医学の学術進歩に伴う専門的知識と技術を習得し、歯科衛生

医療技術者の一員として、人類の幸福に貢献できる能力を養うと共に、人の

心の痛みが分かる人間性豊かな社会性を身に付ける事を教育の理念としてい

る。 

本校は、歯科医師会立学校として教育理念を実現するために、次のことを

教育目標としている。 
１）歯科衛生をめぐる多様なニーズが期待されるなかで、教養科目を基礎と

して、歯科口腔衛生に関する高度な専門知識と技術を習得させる教育を重視

する。 
２）社会の動向を把握すると共に時代の要請に対応できる実践力と、人の心

の痛みが分かる豊かな人間性と社会性を備え持つ医療人を育成する。 
３）歯科医師又は異なる職種のスタッフ（他の医療従事者や福祉従事者）と

連携して、地域における歯科保健医療と福祉の向上に貢献できる歯科衛生士

を育成する。 
 
上記教育目標を踏まえ、本校は独自の特色あるカリキュラムを構築してい

る。 
最近では、急激な高齢化社会に対応できる教育システムを導入し、高齢者モ

デルのシュミレーターをいち早く講義・実習に取り入れ、多様化するニーズ

に応えられるハイレベルな教育を展開しており、３年生では集大成となる模

擬患者実習を実施し、即現場で実践できる能力を養うため、自ら考え解決で

きるよう自立能力の確立を目指した問題志向型教育を導入している。 
また、実力のある歯科衛生士教育は勿論のこと、日本人として持っている「思

いやりの心」「優しさ」「心配り」を充実すべく、読書の時間、芸術鑑賞、行

儀作法を学ぶカリキュラムを導入している。 
 
本校は厚生労働省指定校となっており、国家試験全員合格を目指し、社会

が求める多様なるニーズに沿った優秀な人材の育成を目指している。 

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 



3 
 

1-1 （1/1） 
1-1 理念・目的・育成人材像 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

1-1-1 理念・目的・育成

人材像は、定められてい

るか 

目的は学則に明記し、理

念・育成人材像は明確に定

めている。 

学則に定め、学校案内、ＨＰな

どで分かりやすく伝えている 
基本方針は維持していくが、

社会の情勢も鑑みながら対応し

ていく。 

学則 
学校案内パンフレット 
ホームページ 

1-1-2 育成人材像は専門

分野に関連する業界等

の人材ニーズに適合し

ているか 

奈良県歯科医師会立の

養成校として、歯科医師会

と連携を図り地域に根差

した医療貢献を目指して

おり、社会が求める歯科衛

生士の育成が確立できて

いる。 

臨床実習先でもある歯科医院と

は定期的に会議を開催し、社会が

求める歯科衛生士の人材育成に向

けて協議している。 

今後も業界の人材ニーズに適

合した人材育成を実現するた

め、協議を行っていく。 

ホームページ 
学校案内パンフレット 

1-1-3 理念等の達成に向

け特色ある教育活動に

取組んでいるか 

理念等の達成に向けて、

地域に根差した医療貢献

を目指した特色ある教育

活動に取り組む。 

歯科医師会と連携をとり、時代

の変化に応じた教育カリキュラム

の構築を行っている。 

今後も社会の変化や時代のニ

ーズに対応し、適宜見直しを検

討する。 

学校案内パンフレット 

1-1-4 社会のニーズ等を

踏まえた将来構想を抱

いているか 

社会の動向を把握する

と共に時代の要請に対応

出来る実践力を身に着け

る。 

臨床現場での実習担当講師の指

導を仰ぎ、教員会や講師意見交換

会で検討している。 

社会のニーズ等を踏まえ、常

に情報把握に努める。 
学校案内パンフレット 
カリキュラム一覧表 
シラバス 
 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

明確に定められた理念や目的・育成人材像をベースに学校は運営されている。 時代の変化に対応した実力のある歯科衛生士の育成と、心豊かな教養ある

人材を育成することが、教職員全員の目標である。 

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 
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基準２ 学校運営 
 

大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
 学校運営について、毎年度、事業計画・事業予算を作成し、理事会・評議

員会の承認を得て、執行している。 
 学校運営組織としては、毎月開催する教員会で学生教育について、理事会

で学校運営について検討・協議を行い、適切な運営を行っている。 

 少人数の組織のため情報共有と意思疎通を図りやすく、迅速に学生教育・

学校運営に対応し、より質の高い学生教育と充実した教育環境の拡充に努め

ている。 
 
平成 26 年の歯科衛生士法の改正により、それまでは「業とする女子」であ

ったものが「業とする者」と変更され、歯科衛生士は現在男性にも広く門戸

が開かれている。 
本校においても設立以来女子のみを受入学生としていたが、令和 4 年 4 月

より男子学生受入可能とするよう、令和 3 年度中に学則変更など準備を行っ

た。 
 
 

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 
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2-2 （1/1） 
2-2 運営方針 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

2-2-1 理念に沿った運営

方針を定めているか 
運営規程にて運営方針

を定め、理念に沿った運営

を行う。 

運営規定を必要に応じて理

事会で常に検討を行い、変更

している。 
男子学生受入可能となるよ

う学則等の整備を実施。 

設置者の歯科医師会と連携

し、情報交換を密にする、 
運営規程 
令和５年度事業計画書 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
 毎年度、事業計画・事業予算を作成し、理事会・評議員会の承認を得て、

学校運営を行っている。 
 

 設置者の奈良県歯科医師会の理事会・代議員会でも報告している。 
  

 
 

最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 
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2-3 （1/1） 
2-3 事業計画 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

2-3-1 理念等を達成する

ための事業計画を定め

ているか 

理事会・評議員会にて事

業計画・予算を協議のうえ

承認を得て、理念に沿った

運営を行う。 

年度末の理事会・評議員会に

て次年度事業計画・予算を協議

のうえ、承認を得て、理念に沿

った運営を行っている。 
 

理念等を達成するため、学内

で更なる意見交換を行う。 
令和６年度事業計画書 
令和６年度予算書 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 毎年度、事業計画・事業予算を作成し、理事会・評議員会の承認を得て、

学校運営を行っている。 
 

 設置者の奈良県歯科医師会の理事会・代議員会でも報告を行っている。 
 

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 
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2-4 （1/1） 
2-4 運営組織 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

2-4-1 設置法人は組織運

営を適切に行っている

か 

評議員会で承認を得た、事

業計画・予算書に基づき、運

営する。 

毎年度、承認された事業計

画・予算書に基づき適切に運営

している。 

特に無し。 令和５年度事業計画書 
令和５年度事業報告書 
令和５年度予算書 
令和５年度決算書 

2-4-2 学校運営のための

組織を整備しているか 
理事会・教員会等、学校運

営に必要な組織を運営規程

に定める。 

学校運営に必要な組織を運

営規程に定め、適切に運営して

いる。 

特に無し。 運営規程 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 毎年度、事業計画・事業予算を作成し、理事会・評議員会の承認を得て、

学校運営を行っている。 
 

 設置者の奈良県歯科医師会の理事会・代議員会でも報告している。 
 

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 
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2-5 （1/1） 
2-5 人事・給与制度 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

2-5-1 人事・給与に関す

る制度を整備している

か 

職員規程に定め、整備して

いる。 
学校運営に必要な人員を適

切に配置し、職員規程に基づき

給与を支給している。 

特に無し。 職員規程 

 
 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
 人事・給与に関しては設置者の奈良県歯科医師会の職員規程で定め、整備

している。 
 教員については教員職として位置付けられている。 

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 
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2-6 （1/1） 
2-6 意思決定システム 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

2-6-1 意思決定システム

を整備しているか 
教員会・理事会を中心とし

た意思決定システムを構築

する。 

理事会にて学校運営に関す

る事案、教員会にて学校の教育

に関する事案を協議のうえ、評

議員会にて承認を得ている。 

特に無し。 運営規程 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 事業計画。事業予算など書類は各担当者が作成のうえ、決裁順序に従い、 
決裁を得たうえで、発行する意思決定システムを整備している。 

 学校長が学校教育を統括することにより、決裁まで迅速な対応を行ってい

る。 
  

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 
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2-7 （1/1） 
2-7 情報システム 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

2-7-1 情報システム化

に取組み、業務の効率

化を図っているか 

学生管理・会計管理システ

ムやネットワーク構築によ

り、業務の効率化を図る。 

学生管理・会計管理システム

やネットワーク構築により、情

報共有を行い、業務の効率化を

図っている。 
 

 より効率的に業務が行える

ように適宜検討する。 
 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 業務の効率化を図るため、教職員全員が個別にＰＣを整備し、学生管理・

会計管理システムやネットワーク構築により、情報データーの共有化を行っ

ている。 

 業務の効率化を進めるため、システム構築の見直しを適時行う。 

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 
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基準３ 教育活動 
 

大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
本校の教育理念や教育目標は、学校案内やホームページに具体的に示され

ており、学生・保護者・教員に周知されている。 

 

 

カリキュラムに関しては、教員会やカリキュラム編成検討委員会にて検討

し、「学習目標」「授業計画」「授業形式」「評価方法」はシラバスに掲載され

ている。 

 

 

授業評価は年１回実施している。 

 

 

成績評価、単位認定に関しては学則に明確に定めており、学生・保護者に

は周知されている。 

 

 

専任教員は質の向上のため学会・研修会には積極的に参加し、専任教員は

学会に所属し専門性を高め、自己研鑽を行っている。 

 

 

 

資格取得の指導体制では、模擬試験や国家試験対策および直前補講を実施

し、成績不良者においては早期より、専任教員による夏期講習や補講を実施。 

個々の達成状況に合わせ、少人数制ならではのきめ細やかな指導に力をいれ

ている。 

先進の歯科医療現場と直結する教育環境で、より高いスキルとコミュニケ

ーション能力を兼ね備えた歯科衛生士育成を目指している。 

 

 

入学時に「学習目標」「授業計画」「授業形式」「評価方法」を記載したシラ

バスを配布し、周知している。 

 

 

 

学生・講師・教員による授業評価を実施している。 

 

 

入学説明会でも資料を配布し、理解いただけるよう周知に努めている。 

 

 

 

本校主催の「あきしのＤＨ学会」での研究発表や「日本歯科衛生学会」、「日

本歯科衛生教育学会」に所属し、研究発表を行い、知識の研鑽に努めている。 

 

 

 

２年次後期より国家試験対策として、模擬試験を合計８回実施し、近年の

100％に近い合格率につながっている。 

 

令和５年度国家試験は、36 名受験 36 名合格で合格率は 100％であった。 

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 
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3-8 （1/1） 
3-8 目標の設定 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-8-1 理念等に沿った教

育課程の編成方針、実施

方針を定めているか 

教育理念を実現するた

めに本校が定めた教育目

標を達成できるよう教育

課程を編成し、実施方針を

定める。 

カリキュラムに関しては、教

員会やカリキュラム編成検討

委員会にて検討し、「学習目標」

「授業計画」「授業形式」「評価

方法」はシラバスに掲載してい

る。 

必要に応じて教員会や教育課

程編成委員会にて検討してい

く。 

学校案内パンフレット 
カリキュラム一覧表 
 

3-8-2 学科毎の修業年限

に応じた教育到達レベ

ルを明確にしているか 

学年毎の教育到達レベ

ルを学則・授業計画で明示

する。 

全国歯科衛生士教育協議会

が作成する「歯科衛生学教育コ

ア・カリキュラム」や歯科衛生

士試験出題基準に沿った授業

計画が作成されており、適切に

実施している。 

必要に応じて教員会や教育

課程編成委員会にて検討して

いく。 
国家試験により沿ったカリ

キュラムを令和７年度改定を

行った。 

学校案内パンフレット 
募集要項 
カリキュラム一覧表 
シラバス 
歯科衛生学教育コア・カリキュ

ラム 
歯科衛生士試験出題基準 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

カリキュラムに関しては、教員会や教育課程編成委員会にて検討し、「学習

目標」「授業計画」「授業形式」「評価方法」はシラバスに掲載のうえ明示し、

目標を設定している。 

卒業後も臨床現場で活躍できるカリキュラムに取り組んでいる。 

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 
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3-9 （1/1） 
3-9 教育方法・評価等 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-9-1 教育目的・目標に

沿った教育課程を編成

しているか 

本校が定めた教育目標

を達成できるよう教育課

程を編成する。 

教員会や教育課程編成委員

会にて検討し、「学習目標」「授

業計画」「授業形式」「評価方法」

はシラバスに掲載している。 

必要に応じて教員会や教育課

程編成委員会にて検討してい

く。 

学校案内パンフレット 
カリキュラム一覧表 
 

3-9-2 教育課程につい

て、外部の意見を反映し

ているか 

近畿厚生局の指導の下、

教育課程を編成し、臨床現

場に沿った内容に反映さ

せる。 

臨床実習施設とは定期的に

会議を開催し、反映できるよう 

教員会で検討している。 
教育課程編成委員会での意

見を反映できるよう教員会で

意見交換を行っている。  

今後も積極的に臨床実習施設

と会議を開催し、協議してい

く。 
教育課程編成委員会が組織化

されているが、教育課程の改善

が十分に図れるよう、適宜見直

しを行っていくことが課題で

ある。 

 

3-9-3 キャリア教育を実

施しているか 
歯科衛生士として必要

な知識と技能を修得させ、

有能な歯科衛生士の養成

向上を目的とした教育を

行う。 

先進の歯科医療現場と直結

する教育環境で、より高いスキ

ルとコミュニケーション能力

を兼ね備えた歯科衛生士を養

成している。 

 今後も積極的に臨床実習先

の歯科医院と会議を開催し、協

議していく。 

 

3-9-4 授業評価を実施し

ているか 
授業評価アンケートを

実施、教育内容に反映す

る。 

授業評価は年１回実施し、教

育内容に反映できるよう講師

意見交換会で協議するなど、体

制を整備している。 

今後も授業評価を講師意見交

換会等で協議し、授業内容に反

映していく。 

 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

本校が定めた教育目標を達成できるよう教育課程を編成し、外部の意見も

取り入れ、反映していく。 
 必要に応じて教員会や教育課程編成委員会にて検討していく。 

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 
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3-10 （1/1） 
3-10 成績評価・単位認定等 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-10-1 成績評価・修了認

定基準を明確化し、適切

に運用しているか 

成績評価・修了認定基準

は学則に定める。 
成績の評価については、学科

試験、実習の評価、出席状況等

により総合的に行い、合格した

学生に所定の単位を与える。 

今後も適切に運用できるよ

う、教員会で適宜見直しを行っ

ていく。 

学則 
学則細則 

3-10-2 作品及び技術等

の発表における成果を

把握しているか 

研究発表会で発表する

論文等を指導し、成果を把

握している。 

本校主催の「あきしの DH 学

会」での研究発表について 
指導を行い、優秀な学生を表彰

している。 
令和４年度に引き続き、学会

誌を発行し、奈良県歯科医師会

会員、関係機関、学校役員、教

職員および学生に配布した。 

 「あきしの DH 学会」抄録集 
「第 19回あきしのＤＨ学会誌」 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 成績評価、単位認定に関しては学則に明確に定めており、学生・保護者に

は周知されている。 
 特に無し。 

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 
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3-11 （1/1） 

3-11 資格・免許の取得の指導体制 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-11-1  目標とする資

格・免許は、教育課程上

で、明確に位置づけてい

るか 

 厚生労働省の指定規則

に則った歯科衛生士免許

取得に必要な教育課程で

ある。 
 

全国歯科衛生士教育協議会

が作成する「歯科衛生学教育コ

ア・カリキュラム」や歯科衛生

士試験出題基準に沿った授業

計画が作成されており、適切に

実施している。 

特に無し。 学則 
学則細則 
カリキュラム一覧表 

3-11-2 資格・免許取得の

指導体制はあるか 
厚生労働省の指定規則

に則った指導を行う。 
資格取得のため模擬試験や

国家試験対策および直前補講

を実施し、成績不良者において

は早期より、専任教員による夏

期講習や補講を実施する。 
個々の達成状況に合わせ、少

人数制ならではのきめ細やか

な指導に力をいれている。 

必要に応じて見直す。 学校案内パンフレット 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

最終目標である国家試験合格に向けて必要な知識の習得と臨床現場で役立

つ知識、技術力が身につけられる教育を行っている。 

 必要な単位取得に向け成績不良者には補講も行っている。 

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 
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3-12 （1/1） 
3-12 教員・教員組織 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-12-1 資格・要件を備え

た教員を確保している

か 

指定規則に定められた

教員資格、教員数を確保

し、学生教育を行う。 

指定規則に定められた教員

資格、教員数を確保し、学生教

育を行っている。 

今後も臨床経験豊富な教員

の確保に努める。 
運営規程 

3-12-2 教員の資質向上

への取組みを行ってい

るか 

教員の研修に関する諸

規程を定め、教員の資質向

上に取り組んでいる。 

「あきしの DH 学会」での研

究発表や「日本歯科衛生学会」

や「日本歯科衛生教育学会」に

所属し、研究発表を行い、自己

研鑽に励んでいる。 
全国歯科衛生士教育協議会主

催の歯科衛生士専任教員講習

会の受講や認定資格を得た後

の５年毎の更新講習会も受講

し、学生教育・指導に対するス

キルを培っている。 

学生相談等で教員の負担が増

えているため、より一層負担軽

減を図ることが課題である。 
歯科衛生士専任教員講習会の

受講や企業主催のセミナーに

教員が積極的に参加しやすい

よう、学校としてサポートして

いく等、今後も学校として、教

員が研究や学会発表が続けら

れる、より良い環境づくりに努

める。 

研修に関する諸規程 
「あきしの DH 学会」抄録集 
歯科衛生士専任教員講習会研

修報告書 

3-12-3 教員の組織体制

を整備しているか 
運営規程で教員会を設

置し、学校教育の事案を協

議している。 

学校長の下、教育担当役員、

教務主任、教員で教員会を毎月

開催し、適宜教育内容の改善を

図っている。 

今後も意見交換を行い、学生

教育の改善を図る。 
運営規程 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

教員資格・要件を備えた教員は確保できているが、今後より一層充実した 

教育を行うため、臨床経験豊富な教員の増員も含め検討する。 

 

 学校として、教員が研究や学会発表が続けられる、より良い環境づくりに

努めている。令和５年度については、専任教員講習会の他、日本老年歯科医

学会第 34 回学術大会、令和５年度第 33 回近畿北陸地区歯科衛生士教育協議

会、第 29 回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会（オンライン）、

第 14 回日本歯科衛生教育学会学術大会（ポスター発表・オンライン）、令和

５年度奈良市多職種連携全体研修会、近畿北陸地区歯科衛生士教育協議会 

教員研修会（ＷＥＢ）に教員が参加。 
 

最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 
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基準４ 学修成果 
 

大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
国家試験合格を最終目標として本校独自の国家試験対策を行っているた

め、国家試験合格率は常に100％近くを達成している。今後も引き続き国家試

験対策を行っていく。 

奈良県歯科医師会と連携し、全会員の診療所に求人案内を行い、就職率は

100％を達成し、卒業後も県内の歯科医院・総合病院で勤務している。 

卒業生の動向も同窓会と連携を図り、近年の卒業者については、ある程度

動向を把握している。同窓会と共催の卒後研修を行うことにより、歯科医療

技術の研鑽を支援している。 

 

独自の国家試験対策講座を開き、試験前には個別指導も行っている。今後

も優秀な講師を確保し、教育環境の拡充に努める。 
就職ガイダンスを開催し、求人と求職のミスマッチングを防ぐため医院見

学をして就職先を良く見てから面接を受けている。 
 卒業生から講習内容の要望を聞き、再教育にも積極的に取り組んでいる他、

奈良県歯科医師会の無料職業紹介所の紹介や再就職支援制度の利用を促し、

早期の再就職を支援している。 

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 
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4-13 （1/1） 
4-13 就職率 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-13-1 就職率の向上が

図られているか 
就職率 100％を目標とす

る。 
就職ガイダンスを開催し、求

人と求職のミスマッチングを

防ぐため、医院見学を行ってか

ら面接を受けている。 
 

今後も就職ガイダンスの適

宜見直し、改善を図っていく。 

 

学校案内パンフレット 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

就職ガイダンスを開催し、医院見学をして就職先を良く見てから面接を受

ける方法を取り入れ、求人と求職のミスマッチングを防いでいる。 
離職率を低減するため、毎年教員会で検討している。 

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 
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4-14 （1/1） 
4-14 資格・免許の取得率 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-14-1 資格・免許取得

率の向上が図られてい

るか 

国家試験合格率 100％を

目指す。 
独自の国家試験対策を取り

入れ、合格率は常に 100％近く

を達成している。 

合格率 100％を達成するため

に国家試験対策の適宜見直し

を行っていく。 

学校案内パンフレット 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

独自の国家試験対策を取り入れ、合格率は常に 100％近くを達成している。 
個別指導も行い学校で一丸となって取り組んでいる。 

 近年は 100％近くを達成している。 

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 
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4-15 （1/1） 
4-15 卒業生の社会的評価 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状と・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-15-1 卒業生の社会的

評価を把握しているか 
同窓会や奈良県歯科衛生

士会と連携を図り、卒業生の

動向を把握する。 

同窓会や奈良県歯科衛生士

会と連携して、近年の卒業生の

現況をある程度把握している。 
同窓会と共催の卒後研修を行

うことにより、歯科医療技術の

研鑽を支援している。 
 

今後も結婚・育児による離職

者に対して、同窓会・歯科衛生

士会・歯科医師会と連携を図

り、再就職支援等を行ってい

く。 
引き続き歯科衛生士会と連

携して卒業生の歯科医療技術

の研鑽を支援していく。 

学校案内パンフレット 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 同窓会や奈良県歯科衛生士会と連携して、近年の卒業生の現況をある程度

把握しているが、社会的評価は把握できていない。 
同窓会と共催の卒後研修を行うことにより、歯科医療技術の研鑽を支援し、

卒業生の社会的評価を高める。 

 同窓会・歯科衛生士会・歯科医師会と連携を図り、再就職支援等を行って

いく。 

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 
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基準５ 学生支援 
 

大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
本校の特色である少人数制できめ細やかな指導で学生支援を行っている。 

定員 35 名の少人数制で、密度の濃い教育を行っている。担任制で、学生一人

一人に行き届いた指導を徹底しており、教員と学生の距離も近く質問や相談

も気軽にでき、より高い技術、多くの知識を習得できるような体制をとって

いる。 
独自の奨学金制度「奈良県歯科医師会立奈良歯科衛生士専門学校修学資金

貸与制度」にて、成績優秀者を経済的に支援している。 
体調不良、成績不振者については早期に学生および保護者面談を行い、問

題の解決を図っている。 
 就職支援については学生全員の希望が叶うよう、奈良県歯科医師会全会員

へ求人案内を行い、教務主任・担任が個別相談や就職指導を行っている。 
 卒業後も同窓会と共催の卒後研修を開催し、歯科医療技術の研鑽を支援し

再教育にも取り組んでいる。再就職活動についても紹介を行っている。 
 

 開校以来、本校の特色である少人数教育と担任制により、密接な学生指導

を行い、休日でも学生からの相談に対応している。 
 
一人あたり 1 年間 10 万円を各学年 10 名の成績優秀者に貸与している。 

また、卒業後 3 年間、奈良県歯科医師会会員診療所、又は公的機関において、

継続して勤務した場合、修学資金の返還を免除している。 
 平成 28 年度から教育訓練給付制度の指定校として、社会人入学者の学納金

負担軽減を図っている。 
 
令和２年度４月より実施の「高等教育の修学支援新制度」の対象校となり、

学生の更なる学納金負担軽減策を講じている。 
 
 
令和４年４月より、新たに学生支援策として、2、3 年次において前年度の

成績優秀且つ品行方正な者に対して特別奨学金を授与している。 

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 
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5-16 （1/1） 
5-16 就職等進路 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-16-1 就職等進路に関

する支援組織体制を整

備しているか 

奈良県歯科医師会と連携

し、学生全員の希望が叶うよ

う、個別で就職相談や就職指

導を行う。 

学生全員の希望が叶うよう、 
奈良県歯科医師会全会員へ求

人案内を行っている。 
教務主任・担任が個別相談や

就職指導を行い、就職支援を行

っている。 
厚生労働省 奈良労働局作

成の冊子「働くうえでの法律の

お話」を卒業前に配布し、ガイ

ダンスを実施した。 

今後も奈良県歯科医師会と

連携を図り、学生全員の希望が

叶うよう求人案内を行う。 

学校案内パンフレット 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 教務主任・担任が個別相談や就職指導を行い、就職支援を行っている。  奈良県歯科医師会と連携を図り、全会員へ求人案内を行っている。 

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



23 
 

 
 
 
 
 
 

5-17 （1/1） 
5-17 中途退学への対応 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-17-1 退学率の低減が

図られているか 
退学兆候がある学生を早

期に把握し、個別指導を行

い、退学率低減を図る。 

体調不良、成績不振について

は早期に学生および保護者面

談を行っている。 
 

今後も教員間で緊密に連携

を図り、退学者の低減を図って

行く。 

 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 早期に学生および保護者面談を行い、退学率の低減を図っている。  退学兆候がある学生を早期に把握し、個別指導を行っている。 

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 
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5-18 （1/1） 
5-18 学生相談 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-18-1 学生相談に関す

る体制を整備している

か 

少人数教育と担任制によ

り、学生からの相談に対応す

る。 

少人数教育と担任制により、

学生に密接な指導を行い、携帯

電話番号を知らせ、休日でも学

生からの相談に対応している。 
ＳＮＳの急速な普及による

様々なトラブルを未然に防ぐ

ため、啓発リーフレットを用い

た説明会を行っている。 

今後も様々なトラブルを未

然に防ぐための取り組みを適

宜検討することが必要と思わ

れる。 
 

学校案内パンフレット 

5-18-2 留学生に対する

相談体制を整備してい

るか 

留学生の受け入れは行っ

ていないため、学則等に定め

ない。 

留学生の受け入れは行ってい

ない。 
今後、国際社会化が進み、留

学生を受け入れることが決ま

れば新たに定める。 

 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 少人数教育と担任制により、学生からの相談に迅速に対応し、問題を解決

している。 
 相談を受けた場合は教員会で情報共有し、迅速に問題を解決する。 

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 
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5-19 （1/1） 
5-19 学生生活 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-19-1 学生の経済的側

面に対する支援体制を

整備しているか 

独自の奨学金制度「奈良県

歯科医師会立奈良歯科衛生

士専門学校修学資金貸与制

度」にて、経済的に支援を行

う。 

独自の奨学金制度「奈良県歯
科医師会立奈良歯科衛生士専門
学校修学資金貸与制度」にて、
一人あたり 1年間 10万円を各学
年 10 名の成績優秀者に貸与し、
経済的に支援している。 
家計が急変した学生については

授業料の納入時期や家庭事情など
について勘案し、支援している。 

学生支援機構の奨学金制度
を貸与されていても、家庭的に
困窮する学生が年々増えてい
るため、対策が必要である。 
家計が急変した学生につい

ては教育ローンの紹介等、検討
が必要である。 
令和４年４月より、2、3 年

次において前年度の成績優秀
且つ品行方正な者に対して特
別奨学金を授与している。 

あきしの歯科基金運営規程 

5-19-2 学生の健康管理

を行う体制を整備して

いるか 

学校保健安全法に基づき、

健康診断を毎年 1 回、全学

年に実施し学生の健康管理

に努める。 

健康診断を毎年 1 回、全学年

に実施し、担任が学生の健康状

態を把握している。Ｂ型肝炎ワ

クチン接種を行っている。 

特に無し。  

5-19-3 学生寮の設置な

ど生活環境支援体制を

整備しているか 

学生寮は無し。 遠方からの入学者は数名の

ため学校からの斡旋は行わず。

独自で見つけていただいている。 

遠方からの入学者が増え、賃

貸トラブルがあれば要検討。 
 

5-19-4 課外活動に対す

る支援体制を整備して

いるか 

課外活動については学則

等に特に定めていない。 
課外活動については学則等に

特に定めていない。 
今後、必要があれば要検討。  

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 充実した学生生活が送れるよう学校として環境整備と支援体制を整備す

る。 
 経済的支援として独自の奨学金制度など学生が利用しやすいよう周知して

いる。 

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 
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5-20 （1/1） 
5-20 保護者との連携 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-20-14 保護者との連

携体制を構築している

か 

成績表を送付し、成績不良

者には早期に対応する体制

を構築している。 

成績表を送付し、成績不良者

には早期に対応する体制を担

任と学校長等役員間で構築し

ている。必要に応じて保護者と

面談を行っている。 

保護者に履修状況を把握い

ただくため成績表を送付して

いるが、成績向上への認識の共

通化が課題である。 

 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 成績表を送付し、成績不良者には必要に応じて保護者面談を行うなど早期

に対応する体制を構築している。 
 情報を教員・役員間で共有し、迅速な対応を行っている。 

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 

 



27 
 

5-21 （1/1） 
5-21 卒業生・社会人 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-21-1 卒業生への支援

体制を整備しているか 
同窓会と共催の卒後研修

等を開催し、卒業生を支援

する。 

同窓会と共催の卒後研修を
開催し、歯科医療技術の研鑽を
支援している。 
再就職活動についても紹介

を行っている。 
国家試験不合格者に対して

は聴講生制度を整備し、支援し
ている。 

卒業生の要望に応じた講習
内容を今後も検討する。 
奈良県歯科医師会主催の研

修会への参加を積極的に呼び
かけ、歯科医療技術の研鑽を支
援していくことが課題である。 
国家試験不合格者への聴講

に対しても支援を続けて行く。 

卒後研修案内、研修資料 
学則 

5-21-2 産学連携による

卒業後の再教育プログ

ラムの開発・実施に取

組んでいるか 
  

奈良県歯科医師会、奈良

県歯科衛生士会と連携し、

卒業生の教育施設を提供し

て再教育の機会を提供す

る。 

卒業生も多数参加する奈良

県歯科医師会、奈良県歯科衛生

士会主催の講習会に教育施設

を提供している。 

 引き続き、奈良県歯科医師

会・奈良県歯科衛生士会と連携

して卒業生の歯科医療技術の

研鑽を支援していく。 

 

5-21-3 社会人のニーズ

を踏まえた教育環境を

整備しているか 

 社会人推薦入試制度を設

けて、開かれた学校教育を

行う。 

社会人推薦入試制度を設け

て社会人に門戸を開けている。 
指定を受けている厚生労働省の

専門実践教育訓練給付制度を入学

案内等で積極的に周知した結果、

社会人入学者が利用し、学納金負

担軽減を図ることができた。 

社会人入学者の減少に対し

て対策が必要か適宜検討する。 
 専門実践教育訓練給付制度

の内容についてＨＰ、入学案内

等で積極的に周知を行ってい

く。 

 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 同窓会と共催の卒後研修等を開催し、卒業生の再教育に取り組んでいる。 
社会人推薦入試制度を設けて、開かれた学校教育を行っている。 

 卒業生の要望に応じた講習内容を今後も検討する。 
社会人の受け入れを積極的に行っている。 
 

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 
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基準６ 教育環境 
 

大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
奈良県歯科医師会館内にある本校は、本物の歯科医院さながらの基礎実習

室をはじめ実習検査室や視聴覚室などの最新設備を整えている。その環境の

中で学生は、実社会と同じ体験をし、実践的な知識と技術を身につけること

ができる。経年劣化した設備は毎年度の事業計画・予算で計画的に交換し、

教育拡充に努めている、 
また、解剖学実習や臨床実習は信頼のある病院や機関と協定を結び、高い

学習効果を得ることができる。 

 設置者である奈良県歯科医師会の全面サポートにて、充実した教育環境の

更なる拡充に努めている。 
 
 昨今の歯科医療技術の進歩により、学生教育に動画などの使用が必須であ

るとともに、感染症拡大などで学校登校が困難になった際、ICT を用いたオ

ンデマンドでの遠隔教育向けテレビ会議システムの構築が急務であった。 
その為、電子黒板と文部科学省で公表されている ICT 環境の整備方針に則っ

て、超高速インターネット及び無線 LAN を 100%整備した。 
 
令和３年度よりタブレット４０台を導入し、授業に活用した。 
 
教室の机・椅子の老朽化に伴い、令和４年度に入替を実施した。 
 
奈良県歯科衛生士養成所設備整備事業補助金を利用して、１階実習室の実習

用マネキン入替工事を行った。 
 

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 
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6-22 （1/1） 
6-22 施設・設備等 
  

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-22-1 教育上の必要性

に十分対応した施設・

設備・教育用具等を整

備しているか 

教育上、必要な設備・教育

用具は整備し、経年劣化や新

規に必要な場合は検討のう

え購入する。 

経年劣化や新規に必要な場

合は教員会・理事会で検討のう

え購入する。 
令和５年度については、１階実

習室 実習用マネキンの老朽

化に伴い、奈良県歯科衛生士養

成所設備整備事業補助金も活

用し、全台入替を行った。 
 

今後も教育上、必要な設備・

教育用具は定期的に点検し、早

期に部品交換を行っていく。 

実習用マネキンの老朽化に

伴い入替を実施するため、令和

５年度予算に計上した。 

今後、施設設備の更新につい

ては、中長期的な計画を策定し

実施していく。 

令和５年度予算書 
令和５年度決算書 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 教育上、必要な設備・教育用具は整備し、経年劣化や新規に必要な場合は

検討のうえ計画的に購入している。 
 計画立てて設備を購入し、学生教育に支障が無いように努めている。 
 

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 
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6-23 （1/1） 
6-23 学外実習、インターンシップ等 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-23-1 学外実習、イン

ターンシップ、海外研

修等の実施体制を整備

しているか 

企業等と連携し、教育内容

の研修を行う。 
病院・歯科医院等と協定書を

結び臨床実習を行いカリキュ

ラムに取り入れている。 
学生の居住地に近く、より高

い学習効果が得られる実習施

設を増やすことに努めている。 
また、平成 29 年度に協定を

結んだ台北医学大学口腔医学

院とは、世界的な感染症拡大に

より、交流行事は実施出来なか

った。 

令和５年度は、10 月に３学

年合同で学生交流会を実施し、

他学年との交流を図った。 

 

 

学生の居住地に近く、より高

い学習効果が得られる実習先

と連携出来るよう、情報収集に

努めていく。 
今後も見聞を広めるために

海外の治安事情に注意を払い、

積極的に海外の歯科関係の学

校と交流を行っていくことが

課題である。 

平成 29 年度台北医学大学口

腔医学院と学生交流協定を締

結したことにより、更なる教育

内容の充実が図られるよう、世

界的な感染症拡大状況も注視

しつつ交流実施事項について

協議していく。 

 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 カリキュラムに定められている病院・歯科医院等での臨床実習を円滑に行

うため企業等と連携し、定期的に会議を行っている。 
 充実した実習内容となるよう臨床実習先と連絡を密に取っている。 
 

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 
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6-24 （1/1） 
6-24 防災・安全管理 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-24-1 防災に対する組

織体制を整備し、適切

に運用しているか 

災害に備えて年 2 回の消

防設備点検と年 1 回の防災

訓練を実施し、避難体制を整

備する。 

災害に備えて年 2 回の消防

設備点検と消防署の指導を仰

いで年 1 回の防災訓練を実施

している。 
学生に災害発生時の避難方法

の指導や教員の誘導体制を 
整備している。 
令和５年度は、地震発生時の避

難訓練を実施した。また、安全

管理マニュアルの整備をおこ

なった。 

災害時に迅速な避難が出来

るよう、毎年訓練内容を検討す

る。 
避難経路図を教室に掲示す

るなど、日常的に避難知識を深

められるように取り組むこと

が課題である。 
 

安全管理マニュアル 
・火災発生時 
・不審者対応 
・地震発生時 

6-24-2 学内における安

全管理体制を整備し、

適切に運用しているか  

教職員への安全管理体制

の周知と地元警察・消防署と

の連携を図る。 

学内で警備会社の防犯講習

会を開催し、防犯意識の高揚を

図っている。 

安全管理についてのマニュ

アル文書化や今後も安全指導

を徹底する。 
今後予想される大規模災害

に備え、対応マニュアルの整

備、見直しを随時実施。 

 

 
 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 災害に備えて避難訓練を実施し、学校全体で安全管理に取り組んでいる。  学生も救命講習を受け、ＡＥＤの取り扱いが出来るよう指導している。 
  

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 
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基準７ 学生の募集と受入れ 
 

大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
 高等学校等教育機関に学校情報、募集要項など必要とする情報を公開・提

供し、適切な学生の募集を行っている。 
歯科衛生士の職業紹介を行い、本校の特色・教育内容について理解を深めて

いただけるよう努めている。 
 オープンキャンパスでも学校説明・入試・学納金・奨学金制度などを説明

し、質問コーナーを設けて個別相談に応じている。 
 入学選考は明確な選考基準を設け、合否判定会議で適切な判定を行い、選

考している。 

歯科衛生士の職業紹介を初め、本校の特色・入試・授業内容案内等をパン

フレットやＨＰで分かりやすく紹介している。特にＨＰにおいては、オープ

ンキャンパスの開催がより目に留まりやすいように改良を重ねている。また、

ＨＰ・パンフレットの刷新を行った。 
例年実施している奈良県専修学校各種学校連合会主催の進学説明会には参

加し、高校教諭に向けた学校案内を行っている。 
 
令和元年度より、ＡＯ入試を新たに採用し、一層の学生確保に努めている。 
又、指定校推薦についても、対象校や、推薦人数を適宜見直し、本校にふ

さわしい人材の確保に努めている。 
 
現役生は、早期に進路を決める傾向が顕著になっている。 

 
 令和４年度からは、在校生もオープンキャンパスの運営に参加し、在校生

が主体となって、体験談の発表や体験実習、施設見学、および、参加者と対

話できる茶話会も実施。また、例年、年５回オープンキャンパスを実施して

いるが、それに加えて１月にも実施している。 
 
また、令和４年度から、広報担当の役員による高校訪問を再開し、積極的

に高校の先生にアプローチしている。 
 
授業の一環として１年生による出身高校への高校訪問も行った。 

  

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 

 



33 
 

7-25 （1/1） 
7-25 学生募集活動は、適正に行われているか 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

7-25-1 高等学校等接続

する教育機関に対する

情報提供に取組んでい

るか 

 高等学校等教育機関に学

校情報、募集要項など必要と

する情報を公開・提供する。 

奈良県専修学校各種学校連
合会主催の進学説明会で高校
進路指導担当教諭に情報提供
を行う他、高校でのガイダンス
に参加して歯科衛生士の業務
の周知と学生募集に積極的に
努めている。 

高校への有効な情報提供方

法について今後も検討する。 
動画による学校案内等、募集

活動に積極的に動画を活用す

る方向で検討。 

学校案内パンフレット 
募集要項 
ＨＰ 
広告媒体 

7-25-2 学生募集活動を

適切かつ効果的に行っ

ているか 

 事業計画に基づき、学生募

集活動を行う。 
歯科衛生士の職業紹介を初

め、本校の特色・入試・授業内
容等を周知するためにパンフ
レットや県民便り等の公共の
紙媒体だけでなくＨＰ等も活
用している。 

HP・パンフレットの刷新に
伴い、インスタグラムの活用も
実施 
令和４年度から、広報担当役

員が高校訪問を再開し、オープ

ンキャンパスも１月にも実施

し、回数を増やしている。学生

有志のオープンキャンパスス

タッフも参加している。 

より多くの方に歯科衛生士
の仕事内容と必要性を理解い
ただき、充実した教育環境の本
校で学んでいただけるよう 
より良い募集活動方法を検討
する。 
ＨＰの改良や大手媒体メディ
アを有効に活用できるように
更に検討、協議する。 
 

学校案内パンフレット 
募集要項 
ＨＰ 
広告媒体 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

歯科衛生士の職業紹介を初め、本校の特色・入試・授業内容案内等をパン

フレットやＨＰで分かりやすく紹介している。 
オープンキャンパスを開催し、体験実習や模擬授業を受けていただき積極的

に学生募集に取り組んでいる。 

 より優秀な学生を確保できるよう、学内で定期的に検討している。 
令和６年度入学者は充足できた。 
 

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 
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7-26 （1/1） 
7-26 入学選考 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

7-26-1 入学選考基準を

明確化し、適切に運用

しているか 

明確な選考基準を設け、適

切な判定にて選考する。 
合否判定会議で明確な選考

基準を設け、適切な判定にて選

考している。 

今後も必要に応じて入試内

容を検討していく。 
募集要項 

7-26-2 入学選考に関す

る実績を把握し、授業

改善等に活用している

か 

 入学選考に関する実績を

把握し、入学生の学力判断資

料とする。 

入学選考結果を入学後の学

力判断資料とし、教員会で情報

共有し、授業内容や学生指導に

反映している。 

 今後も引き続き入学選考結

果を判断資料として学生教育

を検討していく。 

 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 合否判定会議で明確な選考基準を設け、適切な判定にて選考している。  今後も必要に応じて入試内容を検討していく。 

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 
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7-27 （1/1） 
7-27 学納金 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

7-27-1 経費内容に対応

し、学納金を算定して

いるか 

 教育内容・環境の充実を主

点に適切な学納金を算定す

る。 

教育内容・環境の充実を主点

に適切な学納金を算定してい

る。 
すでに入学金の減額と授業

料の増額を行ったが、原材料等

物価高騰による影響が出てお

り、学校の材料費など支出が増

加している。 
令和７年度４月入学者より、

年間５万円の施設維持費を徴

収することした。 

今後も引き続き、教育環境の

充実を図るため、学納金が適正

かは判断していく。 
 

令和４年度募集要項 
 

7-27-2 入学辞退者に対

し、授業料等について、

適正な取扱を行ってい

るか 

募集要項に入学辞退につ

いて明記し、授業料の返金

等、適切に対応する。 

入学辞退者は所定の用紙に

て、募集要項に明記された期間

内に届けを出せば、入学金以外

の返金に迅速に対応している。 

特に無し 募集要項 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 教育内容・環境の充実を主点に学生の負担にならない適切な学納金を算定

している。 
 近隣の学校に比べて少ない学納金により学生負担の軽減に努めている。  
 令和２年４月開始の高等教育の修学支援新制度の対象校となり、意欲のあ

る学生への支援も充実させている。 

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 
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基準８ 財務 
 

大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
設置者である奈良県歯科医師会の全面サポートにより財政基盤は安定して

いる。 
事業計画と教育目標との整合性を図り、単年度予算や中期的な計画を策定

する。主要な財務数値に関する財務分析を行い、財務基盤の常時安定するよ

う運営する。 

奈良県歯科医師会館内に校舎があり、光熱費など経費負担が少ないため、

教育設備の拡充に積極的に取り組んできたが、近年の光熱費の上昇により、

令和６年度より共益費を増額することとなった。 
会計決算は黒字が続き、事業計画に沿った運営積立金を積み立て、より安

定した財務運営を行っている。 
 

 
 

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 
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8-28 （1/1） 
8-28 財務基盤 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

8-28-1 学校及び法人運

営の中長期的な財務基

盤は安定しているか 

中長期的な財務計画を立

て財務基盤が安定するよう

運営する。 

収入が支出を上回り、中長期

的な安定を見据えた運営積立

金を積み立てて、設備の老朽化

等による出費にも対応出来る

よう適切に運営している。 
人件費、及び物価の高騰等に

よる経費増加に対応し、適切な

学納金の見直しを行った。 

すでに入学金の減額と授業

料の増額を行ったが、原材料等

物価高騰による影響が出てお

り、学校の材料費など支出が増

加している。 
今後も学納金が適正かは適

宜判断していく。 

 

 

8-28-2 学校及び法人運

営にかかる主要な財務

数値に関する財務分析

を行っているか 

主要な財務数値に関する

財務分析を行い、財務基盤の

安定するよう運営する。 

 主要な財務数値に関する財

務分析を行い、理事会で協議

し、財務基盤の安定するよう運

営している。 

特に無し。  

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

事業計画と教育目標との整合性を図り、単年度予算や中期的な計画を策定

する。 
 特に無し。 

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 
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8-29 （1/1） 
8-29 予算・収支計画 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

8-29-1 教育目標との整

合性を図り、単年度予

算、中期計画を策定し

ているか 

事業計画と教育目標との

整合性を図り、単年度予算や

中期的な計画を策定する。 

事業計画・教育目標を検討

し、整合性を図っているが、設

備の経年劣化等に伴う設備購

入について中期的に見直しを

行っている。 
また大規模災害等の緊急対

応に必要な支出についても、支

出計画を検討している。 
 

今後も整合性の見直しを行

い中期計画の見直しを行って

いく。 
 

 

8-29-2 予算及び計画に

基づき、適正に執行管

理を行っているか 

予算及び事業計画に基づ

き適切に執行する。 
適切に執行されている。 
会計監査を受け、理事会、評

議員会で事業報告と決算書の

承認を得ている。 

特に無し。 令和５年度事業報告 

令和５年度決算書 

 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 予算・収支計画は理事会・評議員会で承認を受け、執行され、適切に運営

されている。 
 特に無し。 

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 
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8-30 （1/1） 
8-30 監査 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

8-30-1 私立学校法及び

寄附行為に基づき、適

切に監査を実施してい

るか 

 決算時に監事が決算書と

諸帳簿を照合し、適正に会計

監査を実施する。 

 監事が決算書と諸帳簿を照

合し、適正に会計監査を実施し

ている。 

特に無し。 決算書 
 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 監事が決算書と諸帳簿を照合し、適正に会計監査を実施している。  特に無し。 

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 
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8-31 （1/1） 
8-31 財務情報の公開 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

8-31-1 私立学校法に基

づく財務情報公開体制

を整備し、適切に運用

しているか 

 財務情報公開体制を整備

し、適正に公開する。 
 平成２７年度決算書より、従

来の印刷した財務情報の公開

に加え、ＨＰで閲覧できるよう

整備し、公開を行った。 

引き続き私立学校法に基づ

いた財務情報を公開していく

が、私立学校法に変更があれば

遵守する。 

 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 財務情報公開体制を整備し、ＨＰで適正に公開している。  財務情報をＨＰで閲覧できるよう整備し、公開している。 

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 
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基準９ 法令等の遵守 
 

大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
教育基本法、学校教育法及び歯科衛生士学校養成所指定規則の法令に基づ

き設立され、学校教育を行っている。 
関係法令を遵守し、適正な学校運営を行う。 
個人情報保護法に基づき、入学希望者、在校生・卒業生や企業等の情報の

管理・取り扱いを厳正に行い、漏えい防止に努める。 

 

 特に無し。 

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 
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9-32 （1/1） 
9-32 関係法令、設置基準等の遵守 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

9-32-1 法令や専修学校

設置基準等を遵守し、

適正な学校運営を行っ

ているか 

 関係法令を遵守し、適正な

学校運営を行う。 
関係法令を遵守し、適正な学

校運営を行っている。 
特に無し。 学則 

 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 関係法令を遵守し、適正な学校運営を行う。  特に無し。 

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 
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9-33 （1/1） 
9-33 個人情報保護 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

9-33-1 学校が保有する

個人情報保護に関する

対策を実施しているか 

 規程に基づき個人情報保

護に取り組む。 
学生募集で得た個人情報や

学生情報など対象となる情報

は適切に管理し、漏えい防止を

図り、ネットワーク環境のセキ

ュリティを強化するため、サー

バー攻撃対策ソフトを導入し、

年々巧妙化するコンピュータ

ーウイルス対策を講じている。 

今後もコンピューター会社

の指導を仰ぎ、適宜ネットワー

ク環境のセキュリティを強化

し、年々巧妙化するウイルス対

策を検討していく。 

 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 個人情報保護法に基づき個人情報保護に取り組む。 適切に管理し、漏えい防止に努めている。 

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 
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9-34 （1/1） 
9-34 学校評価 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

9-34-1 自己評価の実施

体制を整備し、評価を

行っているか 

 学校評価ガイドラインに

基づき自己評価実施体制を

整備し、評価を行う。 

自己点検・評価を行っている。 教育の質を継続的に改善出

来るよう、自己評価の実施体制

を適時見直していく。 

 

9-34-2 自己評価結果を

公表しているか 
自己評価結果を公表し、情

報公開を行う。 
自己点検・評価を行い、ＨＰ

で公開している。 
今後もＨＰによる情報公開

を行っていく。 
 

9-34-3 学校関係者評価

の実施体制を整備し評

価を行っているか 

学校評価ガイドラインに

基づき学校関係者評価の実

施体制を整備し、評価を行

う。 

自己点検・評価と学校関係者

評価の実施体制を整備し、評価

を行っている。 

教育の質を継続的に改善出

来るよう、学校関係者評価の実

施体制を適時見直していく。 

 

9-34-4 学校関係者評価

結果を公表しているか 
学校関係者評価結果を公

表し、情報公開を行う。 
 学校関係者評価の実施体制

を整備し、ＨＰでの情報公開を

行っている。 

今後もＨＰによる情報公開

を行っていく。 
 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学校評価ガイドラインに基づき、自己点検・評価を行い、学校関係者評価

の実施体制を整備し、評価を公開する。 
 自己評価報告書と学校関係者評価結果について、ＨＰで情報公開を行って

いる。 

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 
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9-35 （1/1） 
9-35 教育情報の公開 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

9-35-1 教育情報に関す

る情報公開を積極的に

行っているか 

教育情報に関する情報公

開を積極的に行う。 
学校案内パンフレットやＨ

Ｐ等で情報公開をしている。 
ＨＰについては新着情報で

随時更新している。 
 
 
 

高校などの教育関係者、入学

希望者等のニーズを取り込ん

だ情報を積極的に発信してい

く。 

学校案内パンフレット、ＨＰ 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 学校案内パンフレットやＨＰ等で情報公開を積極的に行っている。   

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 
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基準１０ 社会貢献・地域貢献 
 

大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
歯科医学の学術進歩に伴う専門的知識と技術を習得し、歯科衛生医療技術

者の一員として、人類の幸福に貢献できる能力を養うと共に、人の心の痛み

がわかる人間性豊かな社会性を身につけることを教育の理念とする。と定め

ているとおり、社会貢献・地域貢献を積極的に行っている。 

例年、奈良市歯科医師会からの委託により奈良市立小学校で歯科保健指導

を行い、社会貢献・地域貢献に努めている。 

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 
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10-36 （1/1） 
10-36 社会貢献・地域貢献 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

10-36-1 学校の教育資

源を活用した社会貢

献・地域貢献を行って

いるか 

 学校の教育資源を活用し

た社会貢献・地域貢献を積極

的に行う。 

 奈良市歯科医師会からの委
託により奈良市立小学校生に
歯科保健指導を行い、社会貢
献・地域貢献に努めている。 

今後も引き続き取り組む。  

10-36-2 国際交流に取

組んでいるか  
国外の教育機関との国際

交流についての定めは無い。 
 平成 29 年度に学生交流協定
を締結した台北医学大学口腔
医学院とは、世界的な感染症拡
大を受けて、交流行事を行うこ
とが出来なかったが、卒業式に
レターの交換を行うなど、交流
を続けている 

平成 29 年度台北医学大学口
腔医学院と学生交流協定を締
結したことにより、更なる友好
関係の充実と相互協力の発展
が図られるよう、今後も世界的
な感染症拡大状況も注視しつ
つ、引き続き、国際交流に取り
組んでいく。又、交流方法も検
討していく。 

 

 
 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
社会貢献・地域貢献を積極的に行っている。  奈良市歯科医師会からの委託により奈良市立小学校生に歯科保健指導を行

い、社会貢献・地域貢献に努めている。 

 
 

最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 
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10-37 （1/1） 
10-37 ボランティア活動 
 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

10-37-1 学生のボラン

ティア活動を奨励し、

具体的な活動支援を行

っているか 

 学生のボランティアにつ

いて定めは無い。 
 学生のボランティアについ

て定めは無いが、理事会・教員

会で適宜検討する。 

教員会・理事会で適宜検討す

る。 
 

 
中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 学生のボランティアについて定めは無いが、理事会・教員会で適宜検討す

る。 
 特に無し。 

 
最終更新日付 令和６年５月２３日 記載責任者 三田 礼子 

 
 

 


